
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A・B・EK組

教科担当者： （A・B・EK組：永井）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 12

合計

61

３

学

期

E 日本思想
【知識及び技能】
日本の仏教、儒教、近代思想の
様々な概念について理解し，そう
した概念を用いて文章を書く。
【思考力、判断力、表現力等】
仏教、儒教、近代思想の様々な概
念について、教科書や原典，その
解説書，小説や映画などの芸術作
品，種々の情報資料等を活用し，
認識を深め，その結果をまとめて
レポートを書いたり，発表する。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の仏教、儒教、近代思想の
様々な概念について関心をもち，
学ぼうとする態度を身に付ける。

・指導事項
『高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
・教材
『 高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
『アプローチ倫理資料PLUS』（と
うほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
日本の仏教、儒教、近代思想の様々な概念
について理解し，そうした概念を用いて文
章を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
仏教、儒教、近代思想の様々な概念につい
て、教科書や原典，その解説書，小説や映
画などの芸術作品，種々の情報資料等を活
用し，認識を深め，その結果をまとめてレ
ポートを書いたり，発表したりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の仏教、儒教、近代思想の様々な概念
について関心をもち，学ぼうとする態度を
身に付けている。 ○ ○

14

定期考査 ○ ○ 1

D 西洋現代思想
【知識及び技能】
現代思想と倫理的課題について，
政治や経済，社会，文化的状況を
踏まえて関心をもち，考える。
【思考力、判断力、表現力等】
現代思想と倫理的課題について，
多様な観点から，種々の情報資料
を収集調査し，問題点や課題の所
在を明確化し，まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代思想と倫理的課題について，
近代化・合理化・進化や進歩とそ
の問題点について知識をもち，現
代の諸事象を解釈する。

・指導事項
『高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
・教材
『 高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
『アプローチ倫理資料PLUS』（と
うほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
現代思想と倫理的課題について，政治や経
済，社会，文化的状況を踏まえて関心をも
ち，考えようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
現代思想と倫理的課題について，多様な観
点から，種々の情報資料を収集調査し，問
題点や課題の所在を明確化し，まとめるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代思想と倫理的課題について，近代化・
合理化・進化や進歩とその問題点について
知識をもち，現代の諸事象を解釈すること
ができる。

〇 〇 〇

〇 〇 1

1

２

学

期

C 西洋近代思想
【知識及び技能】
近代西洋思想について，政治や経
済，社会，文化的状況を踏まえて
関心をもち，考える。
【思考力、判断力、表現力等】
近代西洋思想について，多様な観
点から，種々の情報資料を収集調
査し，問題点や課題の所在を明確
化し，まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
近代西洋思想について，近代化・
合理化・進化や進歩とその問題点
について知識をもち，現代の諸事
象を解釈する。

・指導事項
『高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
・教材
『 高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
『アプローチ倫理資料PLUS』（と
うほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
近代思想について，政治や経済，社会，文
化的状況を踏まえて関心をもち，考えよう
としている。
【思考力、判断力、表現力等】
近代思想について，多様な観点から，種々
の情報資料を収集調査し，問題点や課題の
所在を明確化し，まとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
近代思想について，近代化・合理化・進化
や進歩とその問題点について知識をもち，
現代の諸事象を解釈することができる。

○ ○ ○ 14

定期考査

定期考査 ○ ○

・指導事項
『高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
・教材
『 高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
『アプローチ倫理資料PLUS』（と
うほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
古代ギリシャの哲学、一神教の概念、中国
思想などについて理解し，そうした概念を
使って考え，文章を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
基本的な歴史的知識を踏まえて認識し，古
代ギリシャの哲学、一神教の概念、中国思
想などについてその意味について考え，主
体的かつ客観的に判断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
人間の生き方や在り方について，先哲が考
え実践したことが時間や空間を越えた普遍
的な意義をもつものとして，或いは自己自
身の生き方や在り方に深く関わるものとし
て関心をもって学ぼうとする意欲・態度を
もっている。

○ ○ ○ 15

配当
時数

１

学

期

A 青年期の課題と自己形成
【知識及び技能】
青年心理学や発達心理学上の知見
について理解し正確な知識をも
つ。パーソナリティ，適応，葛
藤，欲求不満，防衛機制，自己実
現などの概念を理解し，自己の特
性について客観的に把握できてい
る。自己自身の生き方や在り方に
ついて，アイデンティティやモラ
トリアムといった言葉を適切に使
うことができ，青年期の発達課題
をまとめることができている。
【思考力、判断力、表現力等】
青年期の課題を現在の自分のこと
として考え，その解決に向けて模
索できている。自己自身の生き方
や在り方について，パーソナリ
ティ，アイデンティティ，適応と
いった一般理論から，個々人の現
実の次元でそれがどうなっている
か判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
青年期を現在の自分のこととし
て，関心をもち，その課題に取り
組もうとする意欲をもつ。自己自
身の生き方や在り方について，自
覚的に見つめて考えようとする関
心や意欲をもつ。

・指導事項
『高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
・教材
『 高等学校 改訂版 倫理』(第一
学習社)
『アプローチ倫理資料PLUS』（と
うほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
青年心理学や発達心理学上の知見について
理解し正確な知識をもっている。パーソナ
リティ，適応，葛藤，欲求不満，防衛機
制，自己実現などの概念を理解し，自己の
特性について客観的に把握することができ
る。自己自身の生き方や在り方について，
アイデンティティやモラトリアムといった
言葉を適切に使うことができ，青年期の発
達課題をまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
青年期の課題を現在の自分のこととして考
え，その解決に向けて模索している。自己
自身の生き方や在り方について，パーソナ
リティ，アイデンティティ，適応といった
一般理論から，個々人の現実の次元でそれ
がどうなっているか判断することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
青年期を現在の自分のこととして，関心を
もち，その課題に取り組もうとする意欲を
もっている。自己自身の生き方や在り方に
ついて，自覚的に見つめて考えようとする
関心や意欲をもっている。

○ ○ ○ 3

B 源流思想
【知識及び技能】
古代ギリシャの哲学、一神教の概
念、中国思想などについて理解
し，そうした概念を使って考え，
文章を書く。
【思考力、判断力、表現力等】
基本的な歴史的知識を踏まえて認
識し，古代ギリシャの哲学、一神
教の概念、中国思想などについて
その意味について考え，主体的か
つ客観的に判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
人間の生き方や在り方について，
先哲が考え実践したことが時間や
空間を越えた普遍的な意義をもつ
ものとして，或いは自己自身の生
き方や在り方に深く関わるものと
して関心をもって学ぼうとする意
欲・態度をもつ。

青年期における自己形成や人間としてのあり方
生き方などに関わる基本的な事柄を，生きる主
体としての自己確立の課題とつなげて理解し，
人格の形成に生かす知識として身につけてい
る。

生きる主体としての自己の確立について広く課
題を見いだし，人間の存在や価値などについて
多面的・多角的に考察し探究するとともに，良
識ある公民として広い視野に立って主体的かつ
公正に判断し，その過程や結果を様々な方法で
適切に表現する。青年期における自己形成や人
間としてのあり方生き方などに関する諸資料を
様々なメディアを通して収集し，有用な情報を
主体的に選択して，これらを自己形成に資する
ように活用し，学び方を身につける。

人間尊重の精神と自己形成について関心を高
め，人格の形成と生きる主体としての自己の確
立に努める実践的意欲を持つとともに，これら
に関わる諸課題を探究する態度を身につけ，人
間としてのあり方生き方について自覚を深めよ
うとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【 知　識　及　び　技　能 】現代の多様化する社会の様相を的確に把握した上でその問題点を正確に認識し、問題解決と価値創造、
世界の調和の実現に尽力できる社会性の育成と人間性の陶冶を目標とする。

さまざまな社会的な問題に対して、幸福・正義・公正の観点から、自ら積極的・主体的に取り組む姿勢、批判でき
る目、多面的に考える力、自分の考えや意見を発表できる力などを育てる。

現代社会における在り方生き方問題、青年期の課題などに対して興味関心を高める。

倫理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「高等学校 改訂版 倫理」(第一学習社)

公民

人間の尊重と科学的な探求の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間につい
ての理解を深めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断するとと
もに自らの人間としての在り方生き方について考察する力の基礎を養い，良識ある公民とし
て必要な能力と態度を育てる。

公民 倫理
公民 倫理 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 5

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（
）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

２
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　室町時代～第二次世界大戦に関
わる諸事象を理解するとともに，
諸資料から歴史に関する様々な情
報をまとめる技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
室町時代～第二次世界大戦に関わ
る事象の特色などを多面的・多角
的に考察したり，それらを基に議
論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
室町時代～第二次世界大戦に関わ
る諸事象について，主体的に追究
しようとする態度を養うととも
に，日本国民としての自覚，他国
を尊重することの大切さについて
の理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史改訂版整理ノート』
（山川出版社）P７６～１７１
・教材
「詳説日本史　改訂版」（山川出版
社）新詳日本史（浜島書店）、授業
用 詳説日本史改訂版整理ノート、
新よくでる一問一答日本史（山川出
版社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
室町時代～第二次世界大戦に関わる諸事象を理解
し，諸資料から歴史に関する様々な情報をまとめら
れる。
【思考・判断・表現】
室町時代～第二次世界大戦に関わる事象の特色など
を多面的・多角的に説明し、それらを基に議論でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
室町時代～第二次世界大戦に関わる諸事象につい
て，日本国民としての自覚や他国を尊重することの
大切さを感じ、主体的に追究することができる。

〇 ○ ○ 71

定期考査
○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　旧石器時代から鎌倉時代に関わ
る諸事象を理解するとともに，諸
資料から歴史に関する様々な情報
をまとめる技能を身に付けるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
旧石器時代から鎌倉時代に関わる
事象の特色などを多面的・多角的
に考察したり，それらを基に議論
したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
旧石器時代から鎌倉時代に関わる
諸事象について，主体的に追究し
ようとする態度を養うとともに，
日本国民としての自覚，他国を尊
重することの大切さについての理
解を深める。

・指導事項
『詳説日本史改訂版整理ノート』
（山川出版社）P４～７３
・教材
「詳説日本史　改訂版」（山川出版
社）新詳日本史（浜島書店）、授業
用 詳説日本史改訂版整理ノート、
新よくでる一問一答日本史（山川出
版社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
旧石器時代から鎌倉時代に関わる諸事象を理解し，
諸資料から歴史に関する様々な情報をまとめられ
る。
【思考・判断・表現】
旧石器時代から鎌倉時代に関わる事象の特色などを
多面的・多角的に説明し、それらを基に議論でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
旧石器時代から鎌倉時代に関わる諸事象について，
日本国民としての自覚や他国を尊重することの大切
さを感じ、主体的に追究することができる。

〇 ○ ○ 66

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

日本史B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日本の歴史の変化に関わる諸事象について，世
界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え，現代的な諸課題の形成に関わる日本の歴史
を理解するとともに，諸資料から歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技
能を身に付けるようにする。

日本の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色な
どを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在と
のつながりなどに着目して，概念などを活用して多面
的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握
し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構
想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論
したりする力を養う。

日本の歴史の変化に関わる諸事象について，よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究，解決しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚な
どを深める。

「詳説日本史　改訂版」（山川出版社）新詳日本史（浜島書店）、授業用 詳説日本史改訂版整
理ノート、新よくでる一問一答日本史（山川出版社）

地理歴史科

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調
査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して
多面的・多角的に考察したり， 社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力
や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵
養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文
化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（　組：高萩慶太　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史科 日本史B
地理歴史科 日本史B 5



○ 22

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　戦後の世界に関わる諸事象を理
解するとともに，諸資料から歴史
に関する様々な情報をまとめる技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
戦後の世界に関わる事象の特色な
どを多面的・多角的に考察した
り，それらを基に議論したりする
力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
戦後の世界に関わる諸事象につい
て，主体的に追究しようとする態
度を養うとともに，日本国民とし
ての自覚，他国を尊重することの
大切さについての理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史改訂版整理ノート』
（山川出版社）P１７２～２２９
・教材
「詳説日本史　改訂版」（山川出版
社）新詳日本史（浜島書店）、授業
用 詳説日本史改訂版整理ノート、
新よくでる一問一答日本史（山川出
版社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
戦後の世界に関わる諸事象を理解し，諸資料から歴
史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
戦後の世界に関わる事象の特色などを多面的・多角
的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
戦後の世界に関わる諸事象について，日本国民とし
ての自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、主
体的に追究することができる。

〇 ○

○ ○ 1

２
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　室町時代～第二次世界大戦に関
わる諸事象を理解するとともに，
諸資料から歴史に関する様々な情
報をまとめる技能を身に付けるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
室町時代～第二次世界大戦に関わ
る事象の特色などを多面的・多角
的に考察したり，それらを基に議
論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
室町時代～第二次世界大戦に関わ
る諸事象について，主体的に追究
しようとする態度を養うととも
に，日本国民としての自覚，他国
を尊重することの大切さについて
の理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史改訂版整理ノート』
（山川出版社）P７６～１７１
・教材
「詳説日本史　改訂版」（山川出版
社）新詳日本史（浜島書店）、授業
用 詳説日本史改訂版整理ノート、
新よくでる一問一答日本史（山川出
版社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
室町時代～第二次世界大戦に関わる諸事象を理解
し，諸資料から歴史に関する様々な情報をまとめら
れる。
【思考・判断・表現】
室町時代～第二次世界大戦に関わる事象の特色など
を多面的・多角的に説明し、それらを基に議論でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
室町時代～第二次世界大戦に関わる諸事象につい
て，日本国民としての自覚や他国を尊重することの
大切さを感じ、主体的に追究することができる。

〇 ○ ○ 71

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 12

合計

59

３

学

期

D 単元
【知識及び技能】
政治と国家，契約自由の原則，社会
契約説，法の支配，権力分立制，議
院内閣制，大統領制などについて理
解し，その知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
国民主権を原理とする民主政治の本
質や現代政治の様々な特質に関する
資料を様々なメディアを通して収集
し，情報を適切に選択して効果的に
活用しつつ国民主権を原理とする民
主政治の本質や現代政治の様々な特
質について多面的・多角的に考察
し，その過程や結果を様々な方法で
適切に表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
国民主権を原理とする民主政治の本
質や現代政治の様々な特質について
関心を高め，意欲的に追究し，民主
的な政治の在り方について客観的に
考察できる。

・指導事項
『 高等学校　新政治・経済　新訂
版』（清水書院）P6～76
・教材
『 高等学校　新政治・経済　新訂
版』（清水書院）
『最新図説現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
政治と国家，契約自由の原則，社会契約説，
法の支配，権力分立制，議院内閣制，大統領
制などについて理解し，その知識を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
国民主権を原理とする民主政治の本質や現代
政治の様々な特質に関する資料を様々なメ
ディアを通して収集し，情報を適切に選択し
て効果的に活用しつつ国民主権を原理とする
民主政治の本質や現代政治の様々な特質につ
いて多面的・多角的に考察し，その過程や結
果を様々な方法で適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
国民主権を原理とする民主政治の本質や現代
政治の様々な特質について関心を高め，意欲
的に追究し，民主的な政治の在り方について
客観的に考察しようとしている。

○ ○

○ 22

定期考査 ○ ○ 1

２

学

期

C 単元
【知識及び技能】
人口減少社会と社会保障，地域社会
の変貌と住民生活，雇用と労働をめ
ぐる問題，産業構造の変化と中小企
業，農業と食料問題，実質的な平等
の実現など，持続可能な社会の形成
を求めるうえで必要とされる現代日
本の政治や経済の諸課題に関する基
本的な事柄について理解し，その知
識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
現代日本の諸課題に関する諸資料を
様々なメディアを通して収集し，情
報を適切に選択して効果的に活用し
つつ現代日本の諸課題について，持
続可能な社会の形成という視点から
望ましい解決の在り方について多面
的・多角的に考察し，社会の変化や
様々な立場，考え方を踏まえ公正に
判断して，その過程や結果を様々な
方法で適切に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代日本の諸課題に対する関心を高
め，課題を意欲的に探究し，望まし
い解決の在り方について客観的に考
察できている。

・指導事項
『 高等学校　新政治・経済　新訂
版』（清水書院）P156～174
・教材
『 高等学校　新政治・経済　新訂
版』（清水書院）
『最新図説現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
人口減少社会と社会保障，地域社会の変貌と
住民生活，雇用と労働をめぐる問題，産業構
造の変化と中小企業，農業と食料問題，実質
的な平等の実現など，持続可能な社会の形成
を求めるうえで必要とされる現代日本の政治
や経済の諸課題に関する基本的な事柄につい
て理解し，その知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
現代日本の諸課題に関する諸資料を様々なメ
ディアを通して収集し，情報を適切に選択し
て効果的に活用しつつ現代日本の諸課題につ
いて，持続可能な社会の形成という視点から
望ましい解決の在り方について多面的・多角
的に考察し，社会の変化や様々な立場，考え
方を踏まえ公正に判断して，その過程や結果
を様々な方法で適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
現代日本の諸課題に対する関心を高め，課題
を意欲的に探究し，望ましい解決の在り方に
ついて客観的に考察しようとしている。

○ ○

12

定期考査 ○ ○ 2

B 単元
【知識及び技能】
各産業の直面する問題，公害・環境
問題，消費者問題，雇用をめぐる問
題，社会保障問題など日本経済の諸
課題について理解し，その知識を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
現代日本経済の諸課題についての資
料を様々なメディアを通して収集
し，情報を適切に選択して効果的に
活用しつつ現代日本経済の諸課題に
ついて多面的・多角的に考察し，そ
の過程や結果を様々な方法で適切に
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代日本経済の諸課題について関心
を高め，意欲的に追究し，効率性と
公正さなどの観点から経済の在り方
と福祉の向上について客観的に考察
することができる。

・指導事項
『 高等学校　新政治・経済　新訂
版』（清水書院）P110～128
・教材
『 高等学校　新政治・経済　新訂
版』（清水書院）
『最新図説現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
各産業の直面する問題，公害・環境問題，消
費者問題，雇用をめぐる問題，社会保障問題
など日本経済の諸課題について理解し，その
知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
現代日本経済の諸課題についての資料を様々
なメディアを通して収集し，情報を適切に選
択して効果的に活用しつつ現代日本経済の諸
課題について多面的・多角的に考察し，その
過程や結果を様々な方法で適切に表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
現代日本経済の諸課題について関心を高め，
意欲的に追究し，効率性と公正さなどの観点
から経済の在り方と福祉の向上について客観
的に考察しようとしている。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

A 単元
【知識及び技能】
法の役割と民主主義、日本国憲法な
どについて理解し，その知識を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
民主主義の特質についての資料を
様々なメディアを通して収集し，情
報を適切に選択して効果的に活用し
つつ，現代社会の特質について多面
的・多角的に考察し，その過程や結
果を様々な方法で適切に表現するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
民主主義の特質について関心を高
め，意欲的に追究し，社会や政治の
在り方と福祉の向上について客観的
に考察することができる。

・指導事項
『 高等学校　新政治・経済　新訂
版』（清水書院）
・教材
『 高等学校　新政治・経済　新訂
版』（清水書院）
『最新図説現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
法の役割と民主主義、日本国憲法などについ
て理解し，その知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
民主主義の特質についての資料を様々なメ
ディアを通して収集し，情報を適切に選択し
て効果的に活用しつつ，現代社会の特質につ
いて多面的・多角的に考察し，その過程や結
果を様々な方法で適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
民主主義の特質について関心を高め，意欲的
に追究し，政治活動の在り方と福祉の向上に
ついて客観的に考察しようとしている。 ○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

現代社会における在り方生き方問題、青年期の課題などに対しても興味関心を高める。

政治・経済

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決
に向けて探究するための手掛かりとなる概念や
理論について理解し、諸資料から、社会の在り
方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を有する。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断
の基準となる考え方や政治・経済に関する概念
や理論」を活用し、現実社会に見られる複雑な
課題を把握する力や説明する力、身に付けた判
断基準を根拠に構想する力、構想したことの妥
当性や効果、実現可能性などを指標にして議論
し公正に判断して、合意形成や社会参画に向か
う力を養成する。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題
を主体的に解決しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される、国民主権を担う公民として、自国
を愛し、その平和と繁栄を図ることや、我が国
及び国際社会において国家及び社会の形成に、
より積極的な役割を果たそうとする自覚を深め
る。

「 高等学校　新政治・経済　新訂版」（清水書院）

公民

人間の尊重と科学的な探求の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間につい
ての理解を深めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断するとと
もに自らの人間としての在り方生き方について考察する力の基礎を養い，良識ある公民とし
て必要な能力と態度を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】現代の多様化する社会の様相を的確に把握した上でその問題点を正確に認識し、問題解決と価値創造、
世界の調和の実現に尽力できる社会性の育成と人間性の陶冶を目標とする。

さまざまな社会的な問題に対して、幸福・正義・公正の観点から、自ら積極的・主体的に取り組む姿勢、批判で
きる目、多面的に考える力、自分の考えや意見を発表できる力などを育てる。

（永井）

公民 政治・経済
公民 政治・経済 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1

1

2
学
期

B 単元　近代から近世の世界
【知識及び技能】
　近代から近世の歴史の変化に関
わる諸事象について，広く相互的
な視野から捉え，現代的な諸課題
の形成に関わる世界の歴史を理解
し、資料から様々な情報を調べま
とめる技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
近代から近世の歴史の変化に関わ
る事象・意義・特色を時期や年
代，推移，比較，相互の関連や現
在とのつながりなどに着目して，
課題を把握し構想する力や効果的
に説明・議論したりする力を養
う。
【学びに向かう力、人間性等】
近代から近世の歴史の変化に関わ
る諸事象について学ぶことによ
り，よりよい社会の実現を追究・
解決しようとする態度を身に付け
る。また考察や深い理解を通して
国民としての自覚，我が国の歴史
に対する愛情，他国や他国の文化
を尊重することの大切さについて
の自覚などを深める。

・指導事項
『詳説世界史B』ｐ178～301
・教材
『明解　世界史A』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
近代から近世の歴史に関わる諸事象を理解
し，諸資料から歴史に関する様々な情報をま
とめられる。
【思考・判断・表現】
近代から近世の歴史に関わる事象の特色など
を多面的・多角的に説明し、それらを基に議
論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
近代から近世の歴史に関わる諸事象につい
て，日本国民としての自覚や他国を尊重する
ことの大切さを感じ、主体的に追究すること
ができる。

○ ○ ○ 71

定期考査

定期考査
〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　古代から中世の世界
【知識及び技能】
　古代から中世の歴史の変化に関
わる諸事象について，広く相互的
な視野から捉え，現代的な諸課題
の形成に関わる世界の歴史を理解
し、資料から様々な情報を調べま
とめる技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
古代から中世の歴史の変化に関わ
る事象・意義・特色を時期や年
代，推移，比較，相互の関連や現
在とのつながりなどに着目して，
課題を把握し構想する力や効果的
に説明・議論したりする力を養
う。
【学びに向かう力、人間性等】
古代から中世の歴史の変化に関わ
る諸事象について学ぶことによ
り，よりよい社会の実現を追究・
解決しようとする態度を身に付け
る。また考察や深い理解を通して
国民としての自覚，我が国の歴史
に対する愛情，他国や他国の文化
を尊重することの大切さについて
の自覚などを深める。

・指導事項
『詳説世界史B』ｐ16～169
・教材
『明解　世界史A』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
古代から中世の歴史に関わる諸事象を理解
し，諸資料から歴史に関する様々な情報をま
とめられる。
【思考・判断・表現】
古代から中世の歴史に関わる事象の特色など
を多面的・多角的に説明し、それらを基に議
論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
古代から中世の歴史に関わる諸事象につい
て，日本国民としての自覚や他国を尊重する
ことの大切さを感じ、主体的に追究すること
ができる。

○ ○ ○ 66

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

世界史B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の歴史の変化に関わる諸事象について，広
く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形
成に関わる世界の歴史を理解するとともに，諸
資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

世界の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，
特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着目して，概念
などを活用して多面的・多角的に考察したり，
歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れ
て構想したりする力や，考察，構想したことを
効果的に説明したり，それらを基に議論したり
する力を養う。

世界の歴史の変化に関わる諸事象について，よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究，解決しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚な
どを深める。

『詳説　世界史B』（山川出版）『最新世界史図説タペストリー』（帝国書院）

地理歴史科

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調
査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。
地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して
多面的・多角的に考察したり， 社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力
や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵
養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文
化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（組：　佐藤　） （　組：　　） （　組：　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史科 世界史B
地理歴史科 世界史B 5



合計
162

○ 22

定期考査
〇 〇 1

3
学
期

C 単元　帝国主義から現在の世界
【知識及び技能】
　帝国主義から現在の世界の歴史
の変化に関わる諸事象について，
広く相互的な視野から捉え，現代
的な諸課題の形成に関わる世界の
歴史を理解し、資料から様々な情
報を調べまとめる技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
帝国主義から現在の世界の歴史の
変化に関わる事象・意義・特色を
時期や年代，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着
目して，課題を把握し構想する力
や効果的に説明・議論したりする
力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義から現在の世界の歴史の
変化に関わる諸事象について学ぶ
ことにより，よりよい社会の実現
を追究・解決しようとする態度を
身に付ける。また考察や深い理解
を通して国民としての自覚，我が
国の歴史に対する愛情，他国や他
国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

・指導事項
『詳説世界史B』ｐ308～414
・教材
『明解　世界史A』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
帝国主義から現在の世界の歴史に関わる諸事
象を理解し，諸資料から歴史に関する様々な
情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
帝国主義から現在の世界の歴史に関わる事象
の特色などを多面的・多角的に説明し、それ
らを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義から現在の世界の歴史に関わる諸事
象について，日本国民としての自覚や他国を
尊重することの大切さを感じ、主体的に追究
することができる。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 EK 組

教科担当者：（EK組：高萩慶太）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

15

定期考査
○ ○ 1

C 単元
民主主義と日本国憲法
【知識及び技能】
・民主政治の成立の歴史や原理，
基本的人権の歴史的展開について
理解し，民主政治に関する基礎的
な知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・民主政治の成立における，社会
契約説の意義や権力分立の考え
方，法の支配などの意義につい
て，歴史的経過も視野に入れなが
ら考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・民主政治の成立に際して，どの
ような思想や考え方があったの
か，関心を持って意欲的に考え
る。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）P５８～
１０９
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・民主政治の成立の歴史や原理，基本的人権の歴
史的展開について理解し，民主政治に関する基礎
的な知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・民主政治の成立における，社会契約説の意義や
権力分立の考え方，法の支配などの意義につい
て，歴史的経過も視野に入れながら考察してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治の成立に際して，どのような思想や考
え方があったのか，関心を持って意欲的に考えよ
うとしている。

○ ○ ○

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）P３２～
５７
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・人生における青年期の意義とともに，現代にお
ける青年期の特徴を，心理的・社会的モラトリア
ム等の用語を手掛かりに理解している。
【思考・判断・表現】
・青年期の特徴やアイデンティティの意味につい
て自らの生き方の視点も含めて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の青年期の特色やアイデンティティの確立
の意義について，自分自身の課題として考え，追
究しようとしている。 ○ ○ ○ 8

配当
時数

１
学
期

A 単元
地球環境問題・資源エネルギー問
題・科学技術・情報化
【知識及び技能】
・現代社会における諸課題をとら
え，考察するための枠組みとして
の幸福，正義，公正などについて
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・各問題について，それらの背景
や影響などを多面的・多角的に考
察している。
・各問題について，クローズアッ
プで示された視点を手掛かりに，
幸福，正義，公正などの観点から
多面的・多角的に考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
・各問題の背景，対策等に関心を
持ち，意欲的に追究しようとして
いる。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）P５～２
６
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・地球環境問題の内容や性格，背景などについて
理解し，その知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・課題について調べたことや考察したことを，適
切な方法を用いて表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地球環境問題について，望ましい社会のあり方
や自己の生き方と関連させて意欲的に考察しよう
としている。

○ ○ ○ 6

B 単元
現代社会の青年と生き方
【知識及び技能】
・人生における青年期の意義とと
もに，現代における青年期の特徴
を，心理的・社会的モラトリアム
等の用語を手掛かりに理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・青年期の特徴やアイデンティ
ティの意味について自らの生き方
の視点も含めて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の青年期の特色やアイデン
ティティの確立の意義について，
自分自身の課題として考え，追究
する。

現代社会の基本的問題と人間の在り方生き方と
に関わる基本的な事柄や,学び方を理解し，その
知識を身に付けている。

現代社会の基本的問題と人間に関わる事柄を見いだし，社会的事象の
本質や人間としての在り方生き方について広い視野に立って多面的・
多角的に考察し，社会の変化や様々な立場，考え方を踏まえ公正に判
断して，その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。

現代社会の基本的問題と人間の関わる事柄に対する関心を高め，
意欲的に課題を追求するとともに，社会的事象を総合的に考察し
ようとする態度と平和で民主的なよりよい社会の実現に向けて参
加，協力する態度を身に付け，現代社会に生きる人間としての在
り方生き方について自覚を深めようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

さまざまな社会的な問題に対して、幸福・正義・公正の観点から、自ら積極的・主体的に取り組む姿勢、批判できる目、多
面的に考える力、自分の考えや意見を発表できる力などを育てる。

現代社会における在り方生き方問題、青年期の課題などに対しても興味関心を高める。

現代社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「現代社会」（東京書籍）

公民

【 知　識　及　び　技　能 】
現代の多様化する社会の様相を的確に把握した上でその問題点を正確に認識し、問題解決と価値創造、
世界の調和の実現に尽力できる社会性の育成と人間性の陶冶を目標とする。

公民 現代社会
公民 現代社会 2



○ 6

合計

52

３
学
期

E 単元
国際社会と人類の課題,共に生きる
社会
【知識及び技能】
・個人と社会の関わりの視点か
ら，労働と雇用，混雑・渋滞の
テーマを取り上げ，持続可能な社
会形成への参画の在り方について
考察する。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の中で日本の果たす役割に
ついて考察するために，教科書記
載の図や資料を適切に活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの現代社会や政治，経
済，国際関係等に関する学習を振
り返りながら，日本の果たすべき
方向性について，関心が高まる。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）P１５４
～１９９
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

E 単元
国際社会と人類の課題,共に生きる社会
【知識及び技能】
・個人と社会の関わりの視点から，労働と雇用，
混雑・渋滞のテーマを取り上げ，持続可能な社会
形成への参画の在り方について考察できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の中で日本の果たす役割について考察する
ために，教科書記載の図や資料を適切に活用して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの現代社会や政治，経済，国際関係等
に関する学習を振り返りながら，日本の果たすべ
き方向性について，関心が高まっている。

○ ○

14

定期考査
○ ○ 2

２
学
期

D 単元
現代の経済と国民福祉
【知識及び技能】
・現在経済に至る経済社会の変
容，現代の企業の区分，株式会社
の特色について理解し，その知識
を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・市場における，価格の働きを通
した財やサービスの配分のメカニ
ズムについて考察している。寡占
市場，独占市場，外部不経済など
の市場の限界について，具体的な
事例も想起しながら考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・資本主義経済の成立と変容，企
業の形態や活動，現代の企業の特
色について，関心が高まる。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）P５８～
１０９
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・民主政治の成立の歴史や原理，基本的人権の歴
史的展開について理解し，民主政治に関する基礎
的な知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・民主政治の成立における，社会契約説の意義や
権力分立の考え方，法の支配などの意義につい
て，歴史的経過も視野に入れながら考察してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治の成立に際して，どのような思想や考
え方があったのか，関心を持って意欲的に考えよ
うとしている。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A・B組

教科担当者：（A組：永井　B組：高萩）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 18

２
学
期

D 単元
現代の経済と国民福祉
【知識及び技能】
・現在経済に至る経済社会の変
容，現代の企業の区分，株式会社
の特色について理解し，その知識
を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・市場における，価格の働きを通
した財やサービスの配分のメカニ
ズムについて考察している。寡占
市場，独占市場，外部不経済など
の市場の限界について，具体的な
事例も想起しながら考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・財政と社会保障など、身近に関
わる経済的諸問題について関心を
もち、探究する。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）第2部4
章
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・現在経済に至る経済社会の変容，現代の企
業の区分，株式会社の特色について理解し，
その知識を習得している。
【思考・判断・表現】
・市場における，価格の働きを通した財や
サービスの配分のメカニズムについて考察し
ている。寡占市場，独占市場，外部不経済な
どの市場の限界について，具体的な事例も想
起しながら考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・財政と社会保障など、身近に関わる経済的
諸問題について関心をもち、探究している。

○ ○

10

定期考査
○ ○ 2

C 単元
民主主義と日本国憲法
【知識及び技能】
・民主政治の成立の歴史や原理，
基本的人権の歴史的展開について
理解し，民主政治に関する基礎的
な知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・民主政治の成立における，社会
契約説の意義や権力分立の考え
方，法の支配などの意義につい
て，歴史的経過も視野に入れなが
ら考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・民主政治の成立に際して，どの
ような思想や考え方があったの
か，関心を持って意欲的に考え
る。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）第２部2
章、3章
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・民主政治の成立の歴史や原理，基本的人権
の歴史的展開について理解し，民主政治に関
する基礎的な知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・民主政治の成立における，社会契約説の意
義や権力分立の考え方，法の支配などの意義
について，歴史的経過も視野に入れながら考
察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治の成立に際して，どのような思想
や考え方があったのか，関心を持って意欲的
に考えようとしている。

○ ○ ○

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）第2部1
章
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・科学と人間、グローバル化する社会と文化
などに関する倫理的課題について用語や概
念、データを手掛かりに理解している。
【思考・判断・表現】
・科学と人間、グローバル化する社会と文化
などに関する倫理的課題について、先哲の思
想などを参考に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・科学と人間、グローバル化する社会と文化
などに関する倫理的課題について、自分自身
の課題として考え，追究しようとしている。

○ ○ ○ 10

配当
時数

１
学
期

A 単元
現代社会の青年と生き方
【知識及び技能】
・人生における青年期の意義とと
もに，現代における青年期の特徴
を，心理的・社会的モラトリアム
等の用語を手掛かりに理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・青年期の特徴やアイデンティ
ティの意味について自らの生き方
の視点も含めて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の青年期の特色やアイデン
ティティの確立の意義について，
自分自身の課題として考え，追究
する。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）第1部
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・人生における青年期の意義とともに，現代
における青年期の特徴を，心理的・社会的モ
ラトリアム等の用語を手掛かりに理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・青年期の特徴やアイデンティティの意味に
ついて自らの生き方の視点も含めて考察して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の青年期の特色やアイデンティティの
確立の意義について，自分自身の課題として
考え，追究しようとしている。 ○ ○ ○ 6

B 単元
現代の社会と人間
【知識及び技能】
・科学と人間、グローバル化する
社会と文化などに関する倫理的課
題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・科学と人間、グローバル化する
社会と文化などに関する倫理的課
題について、先哲の思想などを参
考に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・科学と人間、グローバル化する
社会と文化などに関する倫理的課
題について、自分自身の課題とし
て考え，追究する。

現代社会の基本的問題と人間の在り方生き方と
に関わる基本的な事柄や,学び方を理解し，その
知識を身に付けている。

現代社会の基本的問題と人間に関わる事柄を見いだし，社会的事
象の本質や人間としての在り方生き方について広い視野に立って
多面的・多角的に考察し，社会の変化や様々な立場，考え方を踏
まえ公正に判断して，その過程や結果を様々な方法で適切に表現
している。

現代社会の基本的問題と人間の関わる事柄に対する関心を高め，
意欲的に課題を追求するとともに，社会的事象を総合的に考察し
ようとする態度と平和で民主的なよりよい社会の実現に向けて参
加，協力する態度を身に付け，現代社会に生きる人間としての在
り方生き方について自覚を深めようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

さまざまな社会的な問題に対して、幸福・正義・公正の観点から、自ら積極的・主体的に取り組む姿勢、批判できる
目、多面的に考える力、自分の考えや意見を発表できる力などを育てる。

現代社会における在り方生き方問題、青年期の課題などに対しても興味関心を高める。

現代社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『現代社会』（東京書籍）

公民

【 知　識　及　び　技　能 】
現代の多様化する社会の様相を的確に把握した上でその問題点を正確に認識し、問題解決と価値創造、
世界の調和の実現に尽力できる社会性の育成と人間性の陶冶を目標とする。

公民 現代社会
公民 現代社会 3



8

合計

74

○ 2

３
学
期

E 単元
共に生きる社会をめざして
【知識及び技能】
・個人と社会の関わりの視点か
ら，人口問題・南北問題・SDGｓな
どのテーマを取り上げ，持続可能
な社会形成への参画の在り方につ
いて考察する。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の中で日本の果たす役割に
ついて考察するために，教科書記
載の図や資料を適切に活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの現代社会や政治，経
済，国際関係等に関する学習を振
り返りながら，日本の果たすべき
方向性について，関心が高まる。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）第3部
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

E 単元
国際社会と人類の課題,共に生きる社会
【知識及び技能】
・個人と社会の関わりの視点から，人口問
題・南北問題・SDGｓのテーマを取り上げ，
持続可能な社会形成への参画の在り方につい
て考察できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の中で日本の果たす役割について考察
するために，教科書記載の図や資料を適切に
活用している。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの現代社会や政治，経済，国際関
係等に関する学習を振り返りながら，日本の
果たすべき方向性について，関心が高まって
いる。

○ ○ ○

○ 18

E 単元
国際社会と人類の課題
【知識及び技能】
・個人と社会の関わりの視点か
ら，国際社会の諸課題について、
環境や資源・エネルギーの問題な
どを取り上げ，持続可能な社会形
成への参画の在り方について考察
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の中で日本の果たす役割に
ついて考察するために，教科書記
載の図や資料を適切に活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの現代社会や政治，経
済，国際関係等に関する学習を振
り返りながら，日本の果たすべき
方向性について，関心が高まる。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）第2部5
章
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
・個人と社会の関わりの視点から，国際社会
の諸課題について、環境や資源・エネルギー
の問題などをもとに，持続可能な社会形成へ
の参画の在り方について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の中で日本の果たす役割について考察
するために，教科書記載の図や資料を適切に
活用しながら考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの現代社会や政治，経済，国際関
係等に関する学習を振り返りながら，日本の
果たすべき方向性について，関心をもち、探
究している。

〇 〇 〇 18

２
学
期

D 単元
現代の経済と国民福祉
【知識及び技能】
・現在経済に至る経済社会の変
容，現代の企業の区分，株式会社
の特色について理解し，その知識
を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
・市場における，価格の働きを通
した財やサービスの配分のメカニ
ズムについて考察している。寡占
市場，独占市場，外部不経済など
の市場の限界について，具体的な
事例も想起しながら考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・財政と社会保障など、身近に関
わる経済的諸問題について関心を
もち、探究する。

・指導事項
「現代社会」（東京書籍）第2部4
章
・教材
『最新図説　現社』（浜島書店）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
・現在経済に至る経済社会の変容，現代の企
業の区分，株式会社の特色について理解し，
その知識を習得している。
【思考・判断・表現】
・市場における，価格の働きを通した財や
サービスの配分のメカニズムについて考察し
ている。寡占市場，独占市場，外部不経済な
どの市場の限界について，具体的な事例も想
起しながら考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・財政と社会保障など、身近に関わる経済的
諸問題について関心をもち、探究している。

○ ○

定期考査
○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（３学年用） 教科  科目 教養の社会
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年 Ⅲ 群 IV 群

教科担当者： （Ⅲ群：野田） （IV群：野田）

使用教科書： 「完成ワーク　社会」（増進堂） ）

教科 公民 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】 現代社会における在り方生き方問題、青年期の課題などに対しても興味関心を高める。

科目 の目標：

2

２
学
期

○地理・歴史の一般教養について
【知識及び技能】
・公民の内容について常識問題を通
じて、教養を深める。

【学びに向かう力、人間性等】
・公民の内容について関心を高め
る。

・指導事項
問題演習を通じて確認
・教材
整理と演習　完成ワーク 社会
（増進堂）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
・公民の内容について常識問題を通じて、教
養を深められているか。

【学びに向かう力、人間性等】
・公民の内容について関心を高められている
か。

○ ○ 13

定期考査
○

・指導事項
発表の仕方、レポート作成の仕方
・教材

・一人１台端末の活用等
発表、コメント記入、レポート作
成

【知識及び技能】
・生徒の興味・関心に基づき、調査や他者の
発表を通じて、教養を深められたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・調査をまとめて発表したり、他者の発表に
対して適切なコメントや質問ができるか。ま
た、適切にその内容をレポートにまとめるこ
とができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・生徒の興味・関心に基づき、調査や他者の
発表を通じて、教養を高められたか。

○ ○ ○ 10

配当
時数

１
学
期

○地理・歴史の一般教養について
【知識及び技能】
・地理歴史の内容について常識問題
を通じて、教養を深める。

【学びに向かう力、人間性等】
・地理歴史の内容について関心を高
める。

・指導事項
問題演習を通じて確認
・教材
整理と演習　完成ワーク 社会
（増進堂）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
・地理歴史の内容について常識問題を通じ
て、教養を深められているか。

【学びに向かう力、人間性等】
・地理歴史の内容について関心を高められて
いるか。

○ ○ 10

○興味関心に基づく発表・レポート
作成
【知識及び技能】
・生徒の興味・関心に基づき、調査
や他者の発表を通じて、教養を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・調査をまとめて発表したり、他者
の発表に対して適切なコメントや質
問ができたりする。また、適切にそ
の内容をレポートにまとめることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・生徒の興味・関心に基づき、調査
や他者の発表を通じて、教養を高め
る。

・現代の社会とその成り立ち、人々の生活につ
いての基本的な事柄を理解し、自身の進路と関
連付ける形で知識を身に着けている。

・現代の社会の様々な問題について多面的・
多角的に考察し、よりよい社会を作っていく
方法を見出すとともに、その過程と結果を
様々なメディアを適切に活用し、表現してい
る。

・現代の社会における様々な事象に対し、自
らの進路・生活と結び付けて積極的に考察し
ようとする態度を身に着け、現代社会におけ
る望ましい在り方・生き方について自覚を深
めようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

現代の多様化する社会の様相を的確に把握した上でその問題点を正確に認識し、問題解決と価値創造、
世界の調和の実現に尽力できる社会性の育成と人間性の陶冶を目標とする。

さまざまな社会的な問題に対して、幸福・正義・公正の観点から、自ら積極的・主体的に取り組む姿
勢、批判できる目、多面的に考える力、自分の考えや意見を発表できる力などを育てる。

教養の社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

八丈 公民
公民 教養の社会 2

人間の尊重と科学的な探求の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての理解を
深めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断するとともに自らの人間として
の在り方生き方について考察する力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。



合計

59

○ 1

2

３
学
期

○社会の諸問題の解決方法について
の提案

【思考力、判断力、表現力等】
・地域の諸課題の解決について、適
切にその内容を小論文にまとめるこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・地域の諸課題の解決に対して関心
を高めることができる。

・指導事項
小論文作成の仕方
・教材

・一人１台端末の活用等

【思考力、判断力、表現力等】
・地域の諸課題の解決について、適切にその
内容を小論文にまとめることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・地域の諸課題の解決に対して関心を高める
ことができたか。

○ ○ 8

定期考査

定期考査
○

・指導事項
発表の仕方、レポート作成の仕方
・教材

・一人１台端末の活用等
発表、コメント記入、レポート作
成

【知識及び技能】
・生徒の興味・関心に基づき、調査や他者の
発表を通じて、教養を深められたか。
【思考力、判断力、表現力等】
・調査をまとめて発表したり、他者の発表に
対して適切なコメントや質問ができるか。ま
た、適切にその内容をレポートにまとめるこ
とができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・生徒の興味・関心に基づき、調査や他者の
発表を通じて、教養を高められたか。

○ ○ ○ 13

２
学
期

○興味関心に基づく発表・レポート
作成
【知識及び技能】
・生徒の興味・関心に基づき、調査
や他者の発表を通じて、教養を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・調査をまとめて発表したり、他者
の発表に対して適切なコメントや質
問ができたりする。また、適切にそ
の内容をレポートにまとめることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・生徒の興味・関心に基づき、調査
や他者の発表を通じて、教養を高め
る。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科　  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

12

A 単元
【知識及び技能】
　大正時代に関わる諸事象を理解する
とともに，諸資料から歴史に関する
様々な情報をまとめる技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
大正時代に関わる事象の特色などを多
面的・多角的に考察したり，それらを
基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
大正時代に関わる諸事象について，主
体的に追究しようとする態度を養うと
ともに，日本国民としての自覚，他国
を尊重することの大切さについての理
解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P２
８０～２９０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
大正時代に関わる諸事象を理解し，諸資料から歴史
に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
大正時代に関わる事象の特色などを多面的・多角的
に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
大正時代に関わる諸事象について，日本国民として
の自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、主体
的に追究することができる。

○ ○ ○ 14

A 単元
【知識及び技能】
　明治時代に関わる諸事象を理解する
とともに，諸資料から歴史に関する
様々な情報をまとめる技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
明治時代に関わる事象の特色などを多
面的・多角的に考察したり，それらを
基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
明治時代に関わる諸事象について，主
体的に追究しようとする態度を養うと
ともに，日本国民としての自覚，他国
を尊重することの大切さについての理
解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P２
６０～２８０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
明治時代に関わる諸事象を理解し，諸資料から歴史
に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
明治時代に関わる事象の特色などを多面的・多角的
に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治時代に関わる諸事象について，日本国民として
の自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、主体
的に追究することができる。

○ ○ ○

16

定期考査 ○ ○ 1

A 単元
【知識及び技能】
　明治時代初期に関わる諸事象を理解
するとともに，諸資料から歴史に関す
る様々な情報をまとめる技能を身に付
けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
明治時代初期に関わる事象の特色など
を多面的・多角的に考察したり，それ
らを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
明治時代初期に関わる諸事象につい
て，主体的に追究しようとする態度を
養うとともに，日本国民としての自
覚，他国を尊重することの大切さにつ
いての理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P２
４０～２６０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
明治時代初期に関わる諸事象を理解し，諸資料から
歴史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
明治時代初期に関わる事象の特色などを多面的・多
角的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治時代初期に関わる諸事象について，日本国民と
しての自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、
主体的に追究することができる。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　江戸時代の幕末に関わる諸事象を理
解するとともに，諸資料から歴史に関
する様々な情報をまとめる技能を身に
付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
江戸時代の幕末に関わる事象の特色な
どを多面的・多角的に考察したり，そ
れらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
江戸時代の幕末に関わる諸事象につい
て，主体的に追究しようとする態度を
養うとともに，日本国民としての自
覚，他国を尊重することの大切さにつ
いての理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P２
２０～２４０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
江戸時代の幕末に関わる諸事象を理解し，諸資料か
ら歴史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
江戸時代の幕末に関わる事象の特色などを多面的・
多角的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
江戸時代の幕末に関わる諸事象について，日本国民
としての自覚や他国を尊重することの大切さを感
じ、主体的に追究することができる。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

日本史探求

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日本の歴史の変化に関わる諸事象について，世界と
その中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的
な諸課題の形成に関わる日本の歴史を理解するとと
もに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

日本の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色な
どを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在と
のつながりなどに着目して，概念などを活用して多面
的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握
し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構
想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論
したりする力を養う。

日本の歴史の変化に関わる諸事象について，よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究，解決しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚な
どを深める。

『詳説日本史』（山川出版社）

地理歴史科

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調
査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して
多面的・多角的に考察したり， 社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力
や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵
養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文
化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（AB組：高萩慶太　） （組：　　　　　） （組：　　　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史科 日本史探求
地理歴史科 日本史探求 3



〇 10

３
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　戦後の世界に関わる諸事象を理解す
るとともに，諸資料から歴史に関する
様々な情報をまとめる技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
戦後の世界に関わる事象の特色などを
多面的・多角的に考察したり，それら
を基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
戦後の世界に関わる諸事象について，
主体的に追究しようとする態度を養う
とともに，日本国民としての自覚，他
国を尊重することの大切さについての
理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P３
３０～３５０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
戦後の世界に関わる諸事象を理解し，諸資料から歴
史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
戦後の世界に関わる事象の特色などを多面的・多角
的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
戦後の世界に関わる諸事象について，日本国民とし
ての自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、主
体的に追究することができる。

〇 〇

11

定期考査
○ ○ ○ 1

A 単元
【知識及び技能】
第二次世界大戦に関わる諸事象を理解
するとともに，諸資料から歴史に関す
る様々な情報をまとめる技能を身に付
けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦に関わる事象の特色な
どを多面的・多角的に考察したり，そ
れらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦に関わる諸事象につい
て，主体的に追究しようとする態度を
養うとともに，日本国民としての自
覚，他国を尊重することの大切さにつ
いての理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P３
２０～３３０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
第二次世界大戦に関わる諸事象を理解し，諸資料か
ら歴史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦に関わる事象の特色などを多面的・
多角的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
第二次世界大戦に関わる諸事象について，日本国民
としての自覚や他国を尊重することの大切さを感
じ、主体的に追究することができる。 〇 〇 〇

1

A 単元
【知識及び技能】
　第一次世界大戦に関わる諸事象を理
解するとともに，諸資料から歴史に関
する様々な情報をまとめる技能を身に
付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦に関わる事象の特色な
どを多面的・多角的に考察したり，そ
れらを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
第一次世界大戦に関わる諸事象につい
て，主体的に追究しようとする態度を
養うとともに，日本国民としての自
覚，他国を尊重することの大切さにつ
いての理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P３
１０～３２０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
第一次世界大戦に関わる諸事象を理解し，諸資料か
ら歴史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦に関わる事象の特色などを多面的・
多角的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
第一次世界大戦に関わる諸事象について，日本国民
としての自覚や他国を尊重することの大切さを感
じ、主体的に追究することができる。

〇 〇 〇 16

定期考査
○ ○

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P３
００～３１０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
昭和時代中期に関わる諸事象を理解し，諸資料から
歴史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
昭和時代中期に関わる事象の特色などを多面的・多
角的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
昭和時代中期に関わる諸事象について，日本国民と
しての自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、
主体的に追究することができる。

〇 〇 〇 11

1

２
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　昭和時代初期に関わる諸事象を理解
するとともに，諸資料から歴史に関す
る様々な情報をまとめる技能を身に付
けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
昭和時代初期に関わる事象の特色など
を多面的・多角的に考察したり，それ
らを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
昭和時代初期に関わる諸事象につい
て，主体的に追究しようとする態度を
養うとともに，日本国民としての自
覚，他国を尊重することの大切さにつ
いての理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P２
９０～３００
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
昭和時代初期に関わる諸事象を理解し，諸資料から
歴史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
昭和時代初期に関わる事象の特色などを多面的・多
角的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
昭和時代初期に関わる諸事象について，日本国民と
しての自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、
主体的に追究することができる。

〇 〇 〇 13

A 単元
【知識及び技能】
　昭和時代中期に関わる諸事象を理解
するとともに，諸資料から歴史に関す
る様々な情報をまとめる技能を身に付
けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
昭和時代中期に関わる事象の特色など
を多面的・多角的に考察したり，それ
らを基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
昭和時代中期に関わる諸事象につい
て，主体的に追究しようとする態度を
養うとともに，日本国民としての自
覚，他国を尊重することの大切さにつ
いての理解を深める。

定期考査
○ ○

A 単元
【知識及び技能】
　大正時代に関わる諸事象を理解する
とともに，諸資料から歴史に関する
様々な情報をまとめる技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
大正時代に関わる事象の特色などを多
面的・多角的に考察したり，それらを
基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
大正時代に関わる諸事象について，主
体的に追究しようとする態度を養うと
ともに，日本国民としての自覚，他国
を尊重することの大切さについての理
解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P２
８０～２９０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
大正時代に関わる諸事象を理解し，諸資料から歴史
に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
大正時代に関わる事象の特色などを多面的・多角的
に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
大正時代に関わる諸事象について，日本国民として
の自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、主体
的に追究することができる。

○ ○ ○ 14

１
学
期



合計

119

〇 10

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　戦後の世界に関わる諸事象を理解す
るとともに，諸資料から歴史に関する
様々な情報をまとめる技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
戦後の世界に関わる事象の特色などを
多面的・多角的に考察したり，それら
を基に議論したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
戦後の世界に関わる諸事象について，
主体的に追究しようとする態度を養う
とともに，日本国民としての自覚，他
国を尊重することの大切さについての
理解を深める。

・指導事項
『詳説日本史』（山川出版社）P３
３０～３５０
・教材
『詳説日本史図録』（山川出版
社）
・一人１台端末の活用等

【知識・技能】
戦後の世界に関わる諸事象を理解し，諸資料から歴
史に関する様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
戦後の世界に関わる事象の特色などを多面的・多角
的に説明し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
戦後の世界に関わる諸事象について，日本国民とし
ての自覚や他国を尊重することの大切さを感じ、主
体的に追究することができる。

〇 〇









年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

10

定期考査 ○ ○ 1

B 単元　ヨーロッパなどの前近代
の諸文明
【知識及び技能】
　ヨーロッパなどの前近代の歴史
の変化に関わる諸事象について，
広く相互的な視野から捉え，現代
的な諸課題の形成に関わる世界の
歴史を理解し、資料から様々な情
報を調べまとめる技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ヨーロッパなどの前近代の歴史の
変化に関わる事象・意義・特色を
時期や年代，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着
目して，課題を把握し構想する力
や効果的に説明・議論したりする
力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
ヨーロッパなどの前近代の歴史の
変化に関わる諸事象について学ぶ
ことにより，よりよい社会の実現
を追究・解決しようとする態度を
身に付ける。また考察や深い理解
を通して国民としての自覚，我が
国の歴史に対する愛情，他国や他
国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

・指導事項
『詳説　世界史』
・教材
『詳説　世界史』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
ヨーロッパなどの前近代の歴史に関わる諸事
象を理解し，諸資料から歴史に関する様々な
情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
ヨーロッパなどの前近代の歴史に関わる事象
の特色などを多面的・多角的に説明し、それ
らを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヨーロッパなどの前近代の歴史に関わる諸事
象について，日本国民としての自覚や他国を
尊重することの大切さを感じ、主体的に追究
することができる。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　アジアの前近代の諸文明
【知識及び技能】
　アジア前近代の歴史の変化に関
わる諸事象について，広く相互的
な視野から捉え，現代的な諸課題
の形成に関わる世界の歴史を理解
し、資料から様々な情報を調べま
とめる技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
アジア前近代の歴史の変化に関わ
る事象・意義・特色を時期や年
代，推移，比較，相互の関連や現
在とのつながりなどに着目して，
課題を把握し構想する力や効果的
に説明・議論したりする力を養
う。
【学びに向かう力、人間性等】
アジア前近代の歴史の変化に関わ
る諸事象について学ぶことによ
り，よりよい社会の実現を追究・
解決しようとする態度を身に付け
る。また考察や深い理解を通して
国民としての自覚，我が国の歴史
に対する愛情，他国や他国の文化
を尊重することの大切さについて
の自覚などを深める。

・指導事項
『詳説　世界史』
・教材
『詳説　世界史』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
アジア前近代の歴史に関わる諸事象を理解
し，諸資料から歴史に関する様々な情報をま
とめられる。
【思考・判断・表現】
アジア前近代の歴史に関わる事象の特色など
を多面的・多角的に説明し、それらを基に議
論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
アジア前近代の歴史に関わる諸事象につい
て，日本国民としての自覚や他国を尊重する
ことの大切さを感じ、主体的に追究すること
ができる。 ○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

世界史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の歴史の変化に関わる諸事象について，広
く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形
成に関わる世界の歴史を理解するとともに，諸
資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

世界の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，
特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着目して，概念
などを活用して多面的・多角的に考察したり，
歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れ
て構想したりする力や，考察，構想したことを
効果的に説明したり，それらを基に議論したり
する力を養う。

世界の歴史の変化に関わる諸事象について，よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究，解決しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚な
どを深める。

『詳説　世界史』（山川出版社）『最新世界史図説タペストリー』（帝国書院）

地理歴史科

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調
査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。
地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して
多面的・多角的に考察したり， 社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力
や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵
養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文
化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（A組：　佐藤　） （B　組：　佐藤　）（　組：　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史科 世界史探究
地理歴史科 世界史A 3



〇　　 〇 1

1

２
学
期

E 単元　欧米の工業化とアジア諸
国の動揺
【知識及び技能】
　欧米の工業化とアジア諸国の動
揺の歴史の変化に関わる諸事象に
ついて，広く相互的な視野から捉
え，現代的な諸課題の形成に関わ
る世界の歴史を理解し、資料から
様々な情報を調べまとめる技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
欧米の工業化とアジア諸国の動揺
の歴史の変化に関わる事象・意
義・特色を時期や年代，推移，比
較，相互の関連や現在とのつなが
りなどに着目して，課題を把握し
構想する力や効果的に説明・議論
したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
欧米の工業化とアジア諸国の動揺
の歴史の変化に関わる諸事象につ
いて学ぶことにより，よりよい社
会の実現を追究・解決しようとす
る態度を身に付ける。また考察や
深い理解を通して国民としての自
覚，我が国の歴史に対する愛情，
他国や他国の文化を尊重すること
の大切さについての自覚などを深

・指導事項
『詳説　世界史』ｐ98～146
・教材
『詳説　世界史』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
欧米の工業化とアジア諸国の動揺の歴史に関
わる諸事象を理解し，諸資料から歴史に関す
る様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
欧米の工業化とアジア諸国の動揺の歴史に関
わる事象の特色などを多面的・多角的に説明
し、それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
欧米の工業化とアジア諸国の動揺の歴史に関
わる諸事象について，日本国民としての自覚
や他国を尊重することの大切さを感じ、主体
的に追究することができる。

〇 〇 〇 25

定期考査

定期考査 ○ ○

13

D 単元　大航海時代と新たな国家
【知識及び技能】
　大航海時代と新たな国家の歴史
の変化に関わる諸事象について，
広く相互的な視野から捉え，現代
的な諸課題の形成に関わる世界の
歴史を理解し、資料から様々な情
報を調べまとめる技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
大航海時代と新たな国家の歴史の
変化に関わる事象・意義・特色を
時期や年代，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着
目して，課題を把握し構想する力
や効果的に説明・議論したりする
力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
大航海時代と新たな国家の歴史の
変化に関わる諸事象について学ぶ
ことにより，よりよい社会の実現
を追究・解決しようとする態度を
身に付ける。また考察や深い理解
を通して国民としての自覚，我が
国の歴史に対する愛情，他国や他
国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

・指導事項
『詳説　世界史』
・教材
『詳説　世界史』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
大航海時代と新たな国家の歴史に関わる諸事
象を理解し，諸資料から歴史に関する様々な
情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
大航海時代と新たな国家の歴史に関わる事象
の特色などを多面的・多角的に説明し、それ
らを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
大航海時代と新たな国家の歴史に関わる諸事
象について，日本国民としての自覚や他国を
尊重することの大切さを感じ、主体的に追究
することができる。

○ ○ ○ 9

C 単元　繁栄するアジア
【知識及び技能】
　繁栄するアジアの歴史の変化に
関わる諸事象について，広く相互
的な視野から捉え，現代的な諸課
題の形成に関わる世界の歴史を理
解し、資料から様々な情報を調べ
まとめる技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
繁栄するアジアの歴史の変化に関
わる事象・意義・特色を時期や年
代，推移，比較，相互の関連や現
在とのつながりなどに着目して，
課題を把握し構想する力や効果的
に説明・議論したりする力を養
う。
【学びに向かう力、人間性等】
繁栄するアジアの歴史の変化に関
わる諸事象について学ぶことによ
り，よりよい社会の実現を追究・
解決しようとする態度を身に付け
る。また考察や深い理解を通して
国民としての自覚，我が国の歴史
に対する愛情，他国や他国の文化
を尊重することの大切さについて
の自覚などを深める。

・指導事項
『詳説　世界史』
・教材
『詳説　世界史』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
繁栄するアジアの歴史に関わる諸事象を理解
し，諸資料から歴史に関する様々な情報をま
とめられる。
【思考・判断・表現】
繁栄するアジアの歴史に関わる事象の特色な
どを多面的・多角的に説明し、それらを基に
議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
繁栄するアジアの歴史に関わる諸事象につい
て，日本国民としての自覚や他国を尊重する
ことの大切さを感じ、主体的に追究すること
ができる。

○ ○ ○

１
学
期



合計

115

〇 22

定期考査 〇 〇 1

3
学
期

G 単元　冷戦から地球社会へ
【知識及び技能】
　冷戦から地球社会の歴史の変化
に関わる諸事象について，広く相
互的な視野から捉え，現代的な諸
課題の形成に関わる世界の歴史を
理解し、資料から様々な情報を調
べまとめる技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦から地球社会の歴史の変化に
関わる事象・意義・特色を時期や
年代，推移，比較，相互の関連や
現在とのつながりなどに着目し
て，課題を把握し構想する力や効
果的に説明・議論したりする力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦から地球社会の歴史の変化に
関わる諸事象について学ぶことに
より，よりよい社会の実現を追
究・解決しようとする態度を身に
付ける。また考察や深い理解を通
して国民としての自覚，我が国の
歴史に対する愛情，他国や他国の
文化を尊重することの大切さにつ
いての自覚などを深める。

・指導事項
『詳説　世界史』
・教材
『詳説　世界史』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
冷戦から地球社会の歴史に関わる諸事象を理
解し，諸資料から歴史に関する様々な情報を
まとめられる。
【思考・判断・表現】
冷戦から地球社会の歴史に関わる事象の特色
などを多面的・多角的に説明し、それらを基
に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦から地球社会の歴史に関わる諸事象につ
いて，日本国民としての自覚や他国を尊重す
ることの大切さを感じ、主体的に追究するこ
とができる。

〇 〇

20

定期考査
〇 〇 1

F 単元　現代社会の芽生えと世界
大戦
【知識及び技能】
　現代社会の芽生えと世界大戦の
歴史の変化に関わる諸事象につい
て，広く相互的な視野から捉え，
現代的な諸課題の形成に関わる世
界の歴史を理解し、資料から様々
な情報を調べまとめる技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会の芽生えと世界大戦の歴
史の変化に関わる事象・意義・特
色を時期や年代，推移，比較，相
互の関連や現在とのつながりなど
に着目して，課題を把握し構想す
る力や効果的に説明・議論したり
する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会の芽生えと世界大戦の歴
史の変化に関わる諸事象について
学ぶことにより，よりよい社会の
実現を追究・解決しようとする態
度を身に付ける。また考察や深い
理解を通して国民としての自覚，
我が国の歴史に対する愛情，他国
や他国の文化を尊重することの大
切さについての自覚などを深め

・指導事項
『詳説　世界史』
・教材
『詳説　世界史』
『最新世界史図説タペストリー』
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
現代社会の芽生えと世界大戦の歴史に関わる
諸事象を理解し，諸資料から歴史に関する
様々な情報をまとめられる。
【思考・判断・表現】
現代社会の芽生えと世界大戦の歴史に関わる
事象の特色などを多面的・多角的に説明し、
それらを基に議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会の芽生えと世界大戦の歴史に関わる
諸事象について，日本国民としての自覚や他
国を尊重することの大切さを感じ、主体的に
追究することができる。

〇　　 〇 〇

２
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

3

定期考査 ○ ○ 1

公共の扉
１公共と人
【知識及び技能】
科学技術の進展による産業構造や
生活の変化について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
技術革新による社会の変化の中
で、社会参画を視野に入れなが
ら，問題の解決に向けて事実を基
に協働して考察したり構想したり
したことを，論拠をもって表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
社会の変化と職業観について，現
代の諸課題を主体的に解決し，自
分の将来のあり方について考えよ
うとしている。

・指導事項
公共と人
公共と倫理

・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識・技能】
科学技術の進展に伴う社会の変化と職業観に
ついて，人工知能の進化の影響など，現代の
諸課題を理解している。
など，現代の諸課題を理解している。
【思考・判断・表現】
技術革新の進展による生活の変化，産業構造
の変化，経済のサービス化・ソフト化につい
て，身近な問題と関連させて考察，構想し，
論拠をもって表現している。
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会の変化と職業観について，現代の諸課題
を主体的に解決し，自分の将来のあり方につ
いて考えようとしている。

〇 〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

公共の扉
１公共と人
【知識及び技能】
自らの体験などを振り返ることを
通して，自らを成長させる人間と
しての在り方生き方について理解
している。また、労働環境に関わ
る諸課題やその背景にある社会の
変化を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
公共的な空間と人間との関わり，
個人の尊厳と自主・自律，人間と
社会の多様性と共通性などに着目
して考えている。また、自立した
主体として解決が求められる労働
環境の諸課題に関し、合意形成や
社会参画を視野に入れながら，解
決に向けて事実を基に協働して考
察したり構想したりしたことを，
論拠をもって表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
公共的な空間をつくる私たちにつ
いて，現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。また、雇用
や労働環境について，現代の諸課
題を主体的に解決し，自分の将来
のあり方について考えようとして
いる。

・指導事項
現代社会の諸課題
青年期とキャリア形成
職業選択
公共の基本原理

・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識及び技能】
人生の中で青年期はどのような意味をもつの
か，自らの体験などを振り返ることを通し
て，自らを成長させる人間としてのあり方生
き方について理解している。
職業選択の意義と労働環境の諸課題について
理解している。
【思考・判断・表現】
公共的な空間と人間との関わり，個人の尊厳
と自主・自律，人間と社会の多様性と共通性
などに着目して考えている。
職業選択を見据え、労働環境の諸課題につい
て考え、自らの意見を論じている。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間をつくる私たちについて，現代
の諸課題を主体的に解決しようとしている。
職業選択に関する現代の諸課題を主体的に解
決し，自分の将来のあり方について考えよう
としている。

〇 〇 〇 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するた
めに手掛かりとなる概念や理論について理解す
るとともに、諸資料から、倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身につける。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断
の手掛かりとなる考え方や公共的な空間におけ
る基本的原理を活用して、事実を基に多面的・
多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成
や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論する力を身につける。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される、現代社会に生きる人間としての在
り方生き方についての自覚や、公共的な空間に
生き国民主権を担う公民として、自国を愛し、
その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主
権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さ
についての自覚などを深める。

『高等学校公共』（教育図書）

公民科

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解す
るとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて攻勢
に判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を身につけ
る。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権を
担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力
し合うことの大切さについての自覚などを深める。

（A組：　永井　） （B　組：　永井　）（EK　組：永井　）

公民科 公共
公民科 公共 2



1
定期考査

〇 〇

・指導事項
政治分野　法
法的な主体となる私たち

・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識・技能】
法や規範の意義及び役割に関わる現実社会の
事柄や課題を理解している。
【思考・判断・表現】
生徒に身近な紛争や課題を取り上げ，どのよ
うにすれば公平・公正に調整できるのか，主
体的なルールを作成・利用することで考察，
構想，表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
法や規範の意義と役割について，現代の諸課
題を主体的に解決しようとしている 〇 〇 〇 6

1

２
学
期

公共の扉
３公共の基本原理
【知識及び技能】
古今東西の先人の取り組み，知恵
などを踏まえ，社会に参画する際
の選択・判断するための手掛かり
となる概念や理論を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
選択・判断の手掛かりとなる考え
方を活用し，環境保護や生命倫理
など実社会の問題を考える
【学びに向かう力、人間性等】
公共的な空間でどのように生きる
かについて，先哲の生き方などを
参考に，人間としてのあり方生き
方について，現代の倫理的問題を
主体的に解決しようとしている。

・指導事項
倫理分野　哲学、応用倫理
人間と社会のあり方についての見
方、考え方

・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識・技能】
選択・判断の手掛かりとして，行為の結果で
ある個人や社会全体の幸福を重視する考え方
や，行為の動機となる公正などの義務を重視
する考え方などについて理解している
【思考・判断・表現】
環境保護や生命倫理に関する事例をもとに，
自らも他者も共に納得できる解決方法を見い
だすことに向け，選択・判断の手掛かりとし
ての二つの考え方をもとに，行為者自身の人
間としてのあり方生き方について探求するこ
とが，よりよく生きていく上で重要であるこ
とを考え、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間でどのように生きるかについ
て，先哲の生き方などを参考に，人間として
のあり方生き方について，現代の倫理的問題
を主体的に解決しようとしている。

〇 〇 〇 6

現代社会の諸課題
１法
【知識及び技能】
法やルールを定める時には，どの
ようなことに配慮する必要がある
かを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
身のまわりの偏見や差別・不平
等，自由権が保障されていない問
題について理解し，その解決策を
考える
【学びに向かう力、人間性等】
法や規範の意義と役割について，
現代の諸課題を主体的に解決しよ
うとしている

定期考査 ○ ○

2

公共の扉
２公共と倫理
【知識及び技能】
公共的な空間で生きていくために
必要なこととして，個人として尊
重されることや，対話を通して他
者を理解することを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
伝統や文化と，自らの行動様式や
考え方との関係について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
公共的な空間をつくる私たちにつ
いて，文化対立や宗教対立などの
問題を把握し、主体的に解決しよ
うとしている。

・指導事項
倫理分野　宗教と文化、多様性
個人の尊厳と多様性、文化とのか
かわり

・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識・技能】
人間は，個人として相互に尊重されるべき存
在であるとともに，対話を通して互いのさま
ざまな立場を理解し高めあうことのできる社
会的な存在であることを理解している。
【思考・判断・表現】
伝統や文化と自らの行動様式や価値観との関
係について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間をつくる私たちについて，文化
対立や宗教対立などの問題を主体的に解決し
ようとしている。

〇 〇 〇 10

公共の扉
２公共と倫理
【知識及び技能】
なぜ契約が生まれ，契約を守るこ
とが大切なのかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
契約と消費者の権利・責任に関わ
る現実社会の事柄や課題について
考え、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
契約と消費者の権利・責任につい
て，現代の諸課題を具体的な例を
もとに，主体的に解決しようとし
ている。

・指導事項
現代社会の諸課題
契約と消費者の権利・責任

・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識・技能】
成年年齢が18歳以上となったことに対し，成
年年齢の意味と成年の責任について理解して
いる。
【思考・判断・表現】
契約と消費者の権利・責任に関わる現実社会
の事柄や課題について考え、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
18歳成年をふまえ，契約に関する知識や問題
を身近なこととして捉えて考えようとしてい
る。

〇 〇 〇

１
学
期



63

〇 14

定期考査 ○ ○ 1

3
学
期

持続可能な社会へ
国際政治
国際経済
課題探究活動
【知識及び技能】
国際社会における貧困や格差の原
因を理解し，発展途上国の経済成
長のために何が必要かを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
経済がグローバル化する中で，貧
困や格差などの問題を乗りこえ，
すべての人が幸福に暮らすため
に，国際社会や私たちがどうある
べきか考える。
【学びに向かう力、人間性等】
国際協力のあり方，国際協調の重
要性から，日本の役割について自
分自身の問題として，主体的に解
決しようとしている。

・指導事項
国際政治、国際経済分野
経済のグローバル化と国際社会の
これから
国際社会における貧困や格差

・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識・技能】
国際社会における貧困や格差が解消されてい
ない現状について，国際機構の役割や政府開
発援助の意義が大きいことを理解している。
【思考・判断・表現】
国際経済問題の解決には，国家や国際機構な
どの多様な組織による協力が重要であること
について考え、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
経済のグローバル化について，現代の諸課題
を主体的に解決しようとしている。

〇 〇

6

定期考査
〇 〇 1

現代社会の諸課題
３経済
【知識及び技能】
少子高齢化が進む中で，財政や社
会保障を持続可能なものにするた
めに，政府はどのような役割を果
たしていくべきなのかを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
財政の意義やしくみ，日本の財政
の課題を考え、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
財政の役割と社会保障について，
現代の諸課題を主体的に解決しよ
うとしている。

・指導事項
経済分野
経済的な主体となる私たち
財政の役割と社会保障
政府の経済的役割と租税の意義
社会保障と国民福祉
・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識・技能】
財政の役割と社会保障に関わる現実社会の事
柄や課題を理解している。
【思考・判断・表現】
財政政策の意義，日本の財政の課題を理解
し，財政のしくみ，租税の意義と課題につい
て，具体的に事例をあげて考察，構想し，主
体的に考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
財政の役割と社会保障について，現代の諸課
題である少子高齢化と社会保障の問題、租税
の負担の問題を主体的に解決しようとしてい
る。

〇 〇 〇

現代社会の諸課題
２政治
【知識及び技能】
民主政治を推進するために，私た
ちが果たすべき責任を理解する。
日本国憲法の平和主義の下，私た
ちが果たすべき責任を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
選挙の意義や課題，世論の形成や
政党の役割を考える。
日本の安全保障体制の変容とその
背景にある国際社会の変化にどの
ように対応すべきか考え、表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
政治参加と公正な世論形成につい
て，現代の諸課題を主体的に解決
しようとしている。
軍縮に向けて国際社会や私たちに
は何が必要か考え、課題の解決に
向け主体的に取り組もうとしてい
る。

・指導事項
政治分野　政治
政治的な主体となる私たち
主権国家と日本の安全保障
平和主義と安全保障
・教材
『高等学校公共』
『最新図説公共』

・一人１台端末を活用

【知識・技能】
選挙権年齢が18歳以上であることを踏まえ，
選挙の意義や，政治的無関心の危険性などに
ついて理解している。
日本国憲法の平和主義について理解を深める
ことができるように，現実社会の諸課題に関
わる諸資料から，必要な情報を適切かつ効果
的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
選挙のしくみ，政党の役割，世論の形成につ
いて，さまざまな情報手段を活用して，考
察，構想し，表現している。
核兵器を廃絶するためには何が必要かを考
え，軍縮の意義や効果について，さまざまな
観点から考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
政治参加と公正な世論形成について，現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。
日本の安全保障と防衛について，国連憲章や
日米安全保障条約，平和主義を掲げる日本国
憲法の下，現代の諸課題の解決に向けて，主
体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 6

２
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A・B・EK組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 14

３
学
期

D 単元
【知識及び技能】
グローバル化と私たちに関わる諸資
料から，情報を読み取ったりまとめ
たりできるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
グローバル化に伴う生活や社会の変
容について考察し，問いを表現でき
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
グローバル化と私たちに関わる諸資
料を主体的に読み取り，グローバル
化への問いを表現できるようにす
る。

・指導事項
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）P９６～１３５
・教材
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）
『問いからはじまる歴史総合』
（とうほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
グローバル化と私たちに関わる諸資料から，
情報を読み取ったりまとめたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
グローバル化に伴う生活や社会の変容につい
て考察し，問いを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
グローバル化と私たちに関わる諸資料を主体
的に読み取り，グローバル化への問いを表現
しようとしている。

○ ○

○ ○ 2

2

２
学
期

C 単元
【知識及び技能】
国際秩序の変化や大衆化と私たちに
関わる諸資料から，情報を読み取っ
たりまとめたりできるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
国際秩序の変化や大衆化に伴う生活
や社会の変容について考察し，問い
を表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
国際秩序の変化や大衆化と私たちに
関わる諸資料を主体的に読み取り，
国際秩序の変化や大衆化への問いを
表現できるようにする。

・指導事項
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）P５０～９５
・教材
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）
『問いからはじまる歴史総合』
（とうほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
国際秩序の変化や大衆化と私たちに関わる諸
資料から，情報を読み取ったりまとめたりし
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
国際秩序の変化や大衆化に伴う生活や社会の
変容について考察し，問いを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
国際秩序の変化や大衆化と私たちに関わる諸
資料を主体的に読み取り，国際秩序の変化や
大衆化への問いを表現しようとしている。

○ ○ ○ 19

定期考査

定期考査 ○ ○

・指導事項
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）P８～４９
・教材
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）
『問いからはじまる歴史総合』
（とうほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
近代化と私たちに関わる諸資料から，情報を
読み取ったりまとめたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
近代化に伴う生活や社会の変容について考察
し，問いを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
近代化と私たちに関わる諸資料を主体的に読
み取り，近代化への問いを表現しようとして
いる。

○ ○ ○ 18

配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
1945年8月15日のそれぞれの「終
戦」を基に，歴史が資料に基づいて
叙述されていることを理解するとと
もに，諸資料を活用できるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
1945年8月15日の「終戦」に関する
複数の資料の関係や異同に着目し
て，資料から読み取った情報の意味
や意義，特色などを考察し，表現で
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
諸資料の活用を手がかりに，8月15
日の「終戦」の意味や意義につい
て，主体的に追究できるようにす
る。

・指導事項
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）P４～７
・教材
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）
『問いからはじまる歴史総合』
（とうほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
1945年8月15日のそれぞれの「終戦」を基に，
歴史が資料に基づいて叙述されていることを
理解するとともに，諸資料を活用している。
【思考力、判断力、表現力等】
1945年8月15日の「終戦」に関する複数の資料
の関係や異同に着目して，資料から読み取っ
た情報の意味や意義，特色などを考察し，表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
諸資料の活用を手がかりに，8月15日の「終
戦」の意味や意義について，主体的に追究し
ようとしている。 ○ ○ ○ 2

B 単元
【知識及び技能】
近代化と私たちに関わる諸資料か
ら，情報を読み取ったりできるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
近代化に伴う生活や社会の変容につ
いて考察し，問いを表現できるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
近代化と私たちに関わる諸資料を主
体的に読み取り，近代化への問いを
表現できるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史を理解するとともに，諸資料から歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめて
いる。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相
互の関連や現在とのつながりなどに着目して，
概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したり，考察，構想したことを効果
的に説明したり，それらを基に議論したりして
いる。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究，解決しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調
査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して
多面的・多角的に考察したり， 社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力
や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵
養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文
化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（A・B組：佐藤　遼　EK組：野田　貴生）

『私たちの歴史総合　資料から読み解く近現代の日本と世界』（清水書院）

地理歴史科

地理歴史科 歴史総合
地理歴史科 歴史総合 2



合計

59

○ 14

定期考査
○ ○ 2

３
学
期

D 単元
【知識及び技能】
グローバル化と私たちに関わる諸資
料から，情報を読み取ったりまとめ
たりできるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
グローバル化に伴う生活や社会の変
容について考察し，問いを表現でき
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
グローバル化と私たちに関わる諸資
料を主体的に読み取り，グローバル
化への問いを表現できるようにす
る。

・指導事項
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）P９６～１３５
・教材
『私たちの歴史総合　資料から読
み解く近現代の日本と世界』（清
水書院）
『問いからはじまる歴史総合』
（とうほう）
・一人１台端末の活用等

【知識及び技能】
グローバル化と私たちに関わる諸資料から，
情報を読み取ったりまとめたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
グローバル化に伴う生活や社会の変容につい
て考察し，問いを表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
グローバル化と私たちに関わる諸資料を主体
的に読み取り，グローバル化への問いを表現
しようとしている。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

定期考査 ○ ○ 1

○生活圏の調査と地域の展望
地域調査の方法

【知識及び技能】
・地域調査について，積極的な調査を実施
できるように,地域調査の基本を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域調査の一環として，資料収集・現地
調査を行い，的確な統計地図やグラフを作
成して発表できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・地域のさまざまな事象に対し、課題をも
ち、関心を高めることができる。

・指導事項
　フィールドワークによる調査、文献調査
の仕方
・教材
　教科書、地形図、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索

・地域調査について，積極的な調査を実施できるよう，
地域調査の必要性を理解し,地域調査の基本を身につけ
る。
・地域調査の一環として，資料の収集と活用を行い，的
確な統計地図やグラフを作成して報告書をまとめ，発表
する。
・地域調査を通して，地域のさまざまな事象に対し５Ｗ
１Ｈの発問を設定して課題を抽出し，その解決策を提案
し，共有する。
・成人年齢が18歳になることを踏まえ，地域調査を通し
て，地域の課題に対する地方自治体の政策を調べ，主権
者として地域の諸課題を解決する方法について考察を深
めることができている。

○ ○ ○

1

○国家の結びつきとグローバル化する社会
【知識及び技能】
国家や国家同士の結びつきについて理解す
ることができる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
国家同士の結びつきについて、メリットや
デメリットなどを考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
グローバル化する世界において、自分の生
活とさまざまな事象が結びついていること
について、関心を高めることができる。

・指導事項
　国家同士の結びつき等について調べ学習
を行う。
・教材
　教科書、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索

・現代世界を構成する基本単位の国家とは何かを理解
し，交通・通信の発達によって，生活，社会，産業，国
家間の関係がどのように変化したかを時系列で理解す
る。
・さまざまな情報手段を用いて，現在世界で起こってい
る国境・領土問題について調べるとともに，日本の領域
と周辺国との領土問題にはどのようなものが存在する
か，理解する。
・グローバル化の中で，人・「もの」・資本の国際間移
動の複雑化や，国家的結びつきの変化に気づき，国家が
自国の利益などのために結んでいる国際機関の変遷を学
習する。
・単に交通・情報・通信手段の発達に目を向けるだけで
なく，それらがどのように地域を結びつけ，変化させて
いるかを地図から考えることができる。
・インターネットショッピングを事例に，情報技術や物
流，金融など，さまざまなサービスがかかわってくるこ
とを，実体験とともに考える。
・貿易の拡大に伴い専用船の開発・普及が進み，コール
ドチェーンの整備により人々の生活が豊かになっている
ことを，具体的な実体験を通して理解する。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

○球面上の世界と地図
【知識及び技能】
地図の読み取り、使い方などの知識を身に
付けることができる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
地球上の諸事象に対して、デジタル地図上
に表現することができる

【学びに向かう力、人間性等】
地球上の諸事象に対して関心を高めること
ができる。

・指導事項
　地形図の使い方、デジタル地図の使い方
・教材
　教科書、地形図、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、デジタル地図の閲覧、編
集

・地図を持たない人々の生活を想像し，地図の有用性に
気づくとともに，利用しやすい工夫が現在まで続けられ
ていることを理解する。
・新聞広告や図書館の資料，インターネット検索などを
用いて，身の回りの地図の活用事例について調べること
ができている。
・地球上の位置をあらわすために緯度・経度が定められ
たことと，地軸の傾きによる季節変化と時差の存在を理
解し，時差の計算のに積極的に取り組むことで，日本の
標準時における諸外国の時間と生活のようすを想像する
ことができる。
・メルカトル図法，正積図法，正距方位図法の特徴と欠
点を，知識として身につけるとともに，地球儀と世界地
図を用いて，球面を平面に表現する際の特徴と問題点
を，考えることができる。
・地理学習の基本的な技能として，地図の縮尺や方位に
注意しながら，地図上の情報を読み解く有用性を理解す
る。
・インターネットを使ってさまざまなWeb地図にアクセ
スし，日常的に使われているGNSSやGISなど，新しい地
図表現の役割を理解する。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への
取組などを理解するとともに，地図や地理情報システムな
どを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位
置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間
的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用し
て多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向
けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に
説明したり，それらをもとに議論したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする
態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土に
対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しよう
とすることの大切さについての自覚などを深める。

『高等学校 地理総合－世界を学び、地域をつくる』(第一学習社)

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり， 社会に見られる
課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を
尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（A組：野田　） （B組：野田　） （EK組：野田　）

八丈 地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 2



9

定期考査 ○ ○ 1

○地球的課題と国際協力

【知識及び技能】
直面している地球的課題にはどのようなも
のがあるかに注目し，それらは相互に関連
し，地域によって現れ方が異なることが理
解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
各地球的課題について，地域性を踏まえて
把握するとともにその問題の所在や解決の
方向性について考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
SDGsの達成に向け，さまざまな主体による
国際協力の重要性を学ぶと同時に，企業の
社会的責任やエシカルな消費者としての取
組を通して，自らの行動を見直す態度を育
てることができる。

・指導事項
　国際社会の現状および地球環境の現状
・教材
　教科書、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索

・５つのPの枠組みを活用して，持続可能な開発目標
（SDGs）の考え方を学び，地理で学習する地球的課題が
教科をこえた探究的な課題につながることを理解する。
・現在，直面している地球的課題にはどのようなものが
あるかに注目し，それらは相互に関連し，地域によって
現れ方が異なることを，人口問題，食料問題，居住・都
市問題，資源・エネルギー問題，地球環境問題といった
具体的な事例を通して理解する。
・地球的課題の解決の困難さや，地域差を学習し，その
地域性に応じた取り組みが必要であることを理解する。
・SDGsの達成に向け，さまざまな主体による国際協力の
重要性を学ぶと同時に，企業の社会的責任やエシカルな
消費者としての取組を通して，自らの行動を見直すこと
ができる。
・現在，直面している地球的課題にはどのようなものが
あるかに注目し，それらは相互に関連し，地域によって
現れ方が異なることを理解する。
・各地球的課題について，地域性を踏まえて把握すると
ともにその問題の所在や解決の方向性を図書館やイン
ターネットなどで調べ，話し合う。

○ ○ ○

○ ○ 1

○生活・文化の多様性と国際理解

【知識及び技能】
人々の生活環境や文化は地域的に大きく異
なることを様々な資料からとらえることが
できる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・人々の生活様式の差異がどのように発生
しているかを考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
多様なアイデンティティに持つ世界の人々
と共生していくため，他者の文化を尊重
し、自らの文化について関心を高めること
ができる。

・指導事項
　国際社会の現状および地球環境の現状
・教材
　教科書、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索

・世界の特色ある生活文化にはどのようなものがあるか
関心を持ち，地域固有の自然環境や歴史，風土に基づい
て形成されたと同時に，グローバル化のもとで新たな変
化が生じていることを学習する。
・祭りやスポーツ，音楽などの伝統と現代社会の影響を
受け，変化が見られる事例を学び，現代世界の諸事象を
読み解く視点を身につける。
・多様なアイデンティティに持つ世界の人々と共生して
いくためには，他者の文化を尊重するとともに，自らの
文化を知ることが重要であることを学ぶ。

○ ○ ○ 2

○ 1

○生活・文化の多様性と国際理解

【知識及び技能】
世界の自然環境は地域的に大きく異なるこ
とを，地形や気候の面からとらえる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・人々の生活様式の差異を通して，地理的
環境が及ぼす影響について考えることがで
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
世界は地理的環境の影響を受けた特徴ある
景観で成り立っていることについて、関心
を高める。

・指導事項
　国際社会の現状および地球環境の現状
・教材
　教科書、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索

・図書館の本やインターネットから，世界の生活･文化
を示した写真を探し，写真の中にある地理的環境を読み
取り，世界は地理的環境の影響を受けた特徴ある景観で
成り立っていることを学ぶ。
・人々の生活様式の差異を通して，地理的環境が及ぼす
影響について学ぶ。
・世界の自然環境は地域的に大きく異なることを，気候
の面からとらえる。
・世界の気候帯ごとに，どのような特徴があり，どのよ
うな生活が営まれているのかを学習する。
・その地域の自然環境と，歴史や文化といった社会環境
の影響を色濃く受けた世界の特色ある生活文化を，さま
ざまな衣食住の事例を通して学ぶ。

○ ○ ○ 12

２
学
期

○生活圏の調査と地域の展望
地域調査の方法

【知識及び技能】
・地域調査について，積極的な調査を実施
できるように,地域調査の基本を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域調査の一環として，資料収集・現地
調査を行い，的確な統計地図やグラフを作
成して発表できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・地域のさまざまな事象に対し、課題をも
ち、関心を高めることができる。

・指導事項
　発表の行い方、質問の仕方
・教材
　教科書、地形図、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索、発表ツール

・地域調査について，積極的な調査を実施できるよう，
地域調査の必要性を理解し,地域調査の基本を身に付け
る。
・地域調査の一環として，資料の収集と活用を行い，的
確な統計地図やグラフを作成して発表する。
・地域調査を通して，地域のさまざまな事象に対し５Ｗ
１Ｈの発問を設定して課題を抽出し，その解決策を提案
し，共有する。

○ ○

定期考査 ○



合計

62

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○ 7

○自然環境と防災

【知識及び技能】
日本の自然環境の特徴を知り、日本がどの
ような自然災害が起きるかを理解する。
自然災害が起きるメカニズムを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
自然災害に対する人々の工夫や防災、減災
の取組について関心を高めることができ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
防災・減災の取組である自助・共助・公助
の考え方を理解し、どのような取組ができ
るかを考えることができる。

・指導事項
　日本の自然環境と自然災害についての調
べ学習、防災・減災の取組について
・教材
　教科書、資料集、地図帳、地形図、ハ
ザードマップ
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索

・日本の自然環境の特徴を知り、日本がどのような自
然災害が起きるかを理解する。
・自然災害が起きるメカニズムを理解する。
・自然災害に対する人々の工夫や防災、減災の取組に
ついて関心を高めることができる。
・防災・減災の取組である自助・共助・公助の考え方
を理解し、どのような取組ができるかを考えることが
できる。

○ ○ ○ 12

３
学
期

○地球的課題と国際協力

【知識及び技能】
直面している地球的課題にはどのようなも
のがあるかに注目し，それらは相互に関連
し，地域によって現れ方が異なることが理
解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
各地球的課題について，地域性を踏まえて
把握するとともにその問題の所在や解決の
方向性について考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
SDGsの達成に向け，さまざまな主体による
国際協力の重要性を学ぶと同時に，企業の
社会的責任やエシカルな消費者としての取
組を通して，自らの行動を見直す態度を育
てることができる。

・指導事項
　国際社会の現状および地球環境の現状
・教材
　教科書、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索

・５つのPの枠組みを活用して，持続可能な開発目標
（SDGs）の考え方を学び，地理で学習する地球的課題が
教科をこえた探究的な課題につながることを理解する。
・現在，直面している地球的課題にはどのようなものが
あるかに注目し，それらは相互に関連し，地域によって
現れ方が異なることを，人口問題，食料問題，居住・都
市問題，資源・エネルギー問題，地球環境問題といった
具体的な事例を通して理解する。
・地球的課題の解決の困難さや，地域差を学習し，その
地域性に応じた取り組みが必要であることを理解する。
・SDGsの達成に向け，さまざまな主体による国際協力の
重要性を学ぶと同時に，企業の社会的責任やエシカルな
消費者としての取組を通して，自らの行動を見直すこと
ができる。
・現在，直面している地球的課題にはどのようなものが
あるかに注目し，それらは相互に関連し，地域によって
現れ方が異なることを理解する。
・各地球的課題について，地域性を踏まえて把握すると
ともにその問題の所在や解決の方向性を図書館やイン
ターネットなどで調べ，話し合う。

○ ○

○生活圏の調査と地域の展望
地域調査の方法

【知識及び技能】
・地域調査について，積極的な調査を実施
できるように,地域調査の基本を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域調査の一環として，資料収集・現地
調査を行い，的確な統計地図やグラフを作
成して報告書にまとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・地域のさまざまな事象に対し、課題をも
ち、関心を高めることができる。

・指導事項
　報告書のまとめ方
・教材
　教科書、地形図、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等
　teamsの活用、インターネットによる検
索

・地域調査について，積極的な調査を実施できるよう，
地域調査の必要性を理解し,地域調査の基本を身につけ
る。
・地域調査の一環として，資料の収集・活用を行い，的
確な統計地図やグラフを作成して報告書をまとめ，発表
する。
・地域調査を通して，地域のさまざまな事象に対し５Ｗ
１Ｈの発問を設定して課題を抽出し，その解決策を提案
し，共有する。
・成人年齢が18歳になることを踏まえ，地域調査を通し
て，地域の課題に対する地方自治体の政策を調べ，主権
者として地域の諸課題を解決する方法について考察を深
めることができている。

○


